
平成 14 年度「東京都の学校保健統計書」歯科疾患抜粋 

(4) 歯科疾患について 
4-1 う歯について 
ア)う歯(むし歯)被患率について(表 3、図 12) 
う歯(むし歯)被患率とは、むし歯(治療済みのむし歯を含む)のある者の割合である。平成 14
年度のう歯被患率は、小学校 68.25%、中学校 69.28%、高等学校 80.44%と年々減少傾向が

続いている。 
小学校、中学校における、永久歯のう歯のある者の率についても、平成 13 年度に比較し、

減少がみられる。 
また、う歯被患率は全体的に男子に比較して女子の方が高い傾向にあるが、近年、小学校

においては、男子に比較して女子の方が低くなっている。 

 
 
 



イ)小学校第 6 学年児童、中学校第 1 学年生徒の永久歯の一人平均う歯経験歯数(DMFT 指
数)について(表 4、図 13) 
DMFT 指数の年次推移を表 4、及び図 13 に示す。平成 14 年度小学校第 6 学年児童(11 歳)
及び、中学校第 1 学年生徒(12 歳)の DMFT 指数の都平均は、それぞれ 1.45、2.04 となり、

減少傾向が続いている。 
DMFT 指数は、小学校第 6 学年、中学校第 1 学年、いずれにおいても、男子に比較して、

女子の方が高くなっている。 

 



 
4-2 歯肉の状態について(図 14) 
歯肉の状態を学年別にみると、歯周疾患及び歯周疾患要観察者の割合は学年が進むにした

がって増加している。 

 
出典：『東京都の学校保健統計（歯科疾患）』 

上記コンテンツは、東京都教育委員会のホームページに掲載されている『東京都の学校保健統

計書』の”歯科疾患”の部分を抜粋し再掲したものです。全統計は、下記URLにてダウンロード

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/


（PDF）可能です。 

 

『東京都の学校保健統計書』の閲覧方法 （http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/） 

次のページの順序で、目的のページに行くことができます。（ トップページ⇒各部課からのお知らせ⇒

学務部⇒次代を担う子どもたちの健康づくり⇒東京都の学校保健統計調査） 

 


